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協
議
・
報
告
事
項

①
法
定
協
議
会
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
事
務
局
案
）
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
法

定
合
併
協
議
会
の
設
立
か
ら
新
町
誕
生

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
は
下
の
と

お
り
で
す
。

②
秦
荘
町
・
愛
知
川
町
合
併
協
議
会
規

約（
案
）の
構
成
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
法

定
合
併
協
議
会
規
約
（
案
）
お
よ
び
組
織

体
系
図
（
案
）
の
構
成
は
次
の
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
で
す
。

③
秦
荘
町
・
愛
知
川
町
合
併
協
議
会
各

規
程（
案
）等
の
概
要
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
法

定
合
併
協
議
会
各
規
程
（
案
）
等
の
概
要

は
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

④
今
後
の
研
究
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第

８
回
の
研
究
会
で
研
究
事
業
の
ま
と
め

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
第
１０
回
合
併
研

究
会
を
も
っ
て
研
究
会
は
最
終
と
な
り

ま
す
。

平
成
１５
年
１０
月
１
日
、
秦
荘
町
役
場
２
階
第
１
会
議
室
に
お
い
て
、
第
９
回
秦

荘
町
・
愛
知
川
町
合
併
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）
お
よ
び
合
併
協
議
会
規
約
（
案
）
等
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

第９回�

法定協議会全体スケジュール事務局（案）

10月

主な日程

合併協議会

平成15年度 平成16年度

11月

第
一
回
法
定
協
議
会

秦
荘
町
議
会
議
員
選
挙

愛
知
川
町議

会
議
員
選
挙

合
併
議
決

合
併
協
定
書
調
印
式

総
務
省
届
出
　

県
議
会
議
決

総
務
省
告
示

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

新
町
誕
生
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１．秦荘町・愛知川町合併協議会幹事会規程（案）

２．秦荘町・愛知川町合併協議会専門部会規程（案）

３．秦荘町・愛知川町合併協議会事務局規程（案）

４．秦荘町・愛知川町合併協議会財務規程（案）

５．秦荘町・愛知川町合併協議会会議運営規程（案）

６．秦荘町・愛知川町合併協議会会議運営申し合わせ

事項（案）

７．秦荘町・愛知川町合併協議会小委員会規程（案）

８．秦荘町・愛知川町合併協議会新町建設計画策定委員会

規程（案）

９．秦荘町・愛知川町合併協議会委員等の報酬および費用

弁償に関する規程（案）

10．秦荘町・愛知川町合併協議会傍聴規程（案）

11．秦荘町・愛知川町合併協議会会議録等閲覧に関する規

程（案）

※１～４は法定協議会における報告事項、５～１１は法定協議会に
おける協議事項

秦荘町・愛知川町合併協議会組織体系図（案）

幹事会
〔組　　織〕幹事長、副幹事長、幹事
〔所掌事務〕協議会に提案する事項の協議・調整

専門部会（４部会）
〔組　　織〕部会長，副部会長、委員
〔所掌事務〕専門的な協議・調整

分科会のまとめ

分科会（18分科会）
〔組　　織〕各分科会の担当課長および職員
〔所掌事務〕各専門部会所掌事務の、より専門

的な協議・調整

新町建設計画策定委員会
〔組　　織〕委員長、副委員長、委員
〔所掌事務〕新町建設計画の策定に関する
〔所掌事務〕調査・検討

事務局
〔組　　織〕事務局長、事務局次長、班長、職員
〔所掌事務〕協議会の会議に関すること
〔所掌事務〕協議会の会議資料の作成に関する
〔所掌事務〕こと
〔所掌事務〕協議会の庶務、運営に関し必要な
〔所掌事務〕事項

小委員会
〔所掌事務〕付託事項の調査、審議提　案

提　案

付託

報告

指示・協議

報　告

報　告

指　示

指　示

報　告指　示

秦荘町・愛知川町合併協議会規約（案）の構成
１．合併協議会設置の根拠は、地方自治法第２５２条の２第１項および市町村の合併の特例に関す

る法律第３条第１項に基づく。

２．名称は、秦荘町・愛知川町合併協議会とする。

３．事務は、合併に関する協議、新町建設計画の作成、その他合併に関し必要な事項を行う。

４．事務所の位置は、愛知川町大字愛知川７２番地　愛知川町役場（現研究会の事務所）とする。

５．組織は、会長、副会長および委員とする。

６．会長および副会長は２町の長の協議により、そのうちから選任する。

７．委員は、２町の議会の議員各６名、２町の長が協議して定めた学識経験を有する者１７名以内、
計２９名で会長と副会長を含めると総計３１名とする。

合併協議会
〔組　　織〕会長、副会長、委員
〔構　　成〕２町の長、議会代表、学識経験者
〔所掌事務〕合併に関する協議
〔所掌事務〕合併に伴う新町建設計画の策定

秦荘町・愛知川町合併協議会各規程（案）等の概要



■
２
町
で
合
併
す
る
こ
と
の
意
義

○
地
域
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
結
び
つ

き
、
地
勢
、
都
市
規
模
の
類
似
性
、

住
民
の
日
常
生
活
で
の
つ
な
が
り
等

か
ら
、
全
体
と
し
て
目
指
す
方
向
が

理
解
さ
れ
、
具
体
的
に
議
論
が
深
め

ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

（
１
）
対
等
合
併
が
可
能

・
２
町
の
人
口
規
模
や
産
業
構
造
等
が

類
似
し
て
お
り
、
実
質
的
に
対
等
な

話
し
合
い
に
よ
る
合
併
が
可
能
で
あ

る
。

※
市
を
含
む
広
域
的
な
合
併
で
は
、

対
等
な
話
し
合
い
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

（
２
）
住
民
の
顔
が
見
え
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
可
能

・
２
町
合
わ
せ
た
面
積
は
約
３８
㎞2

で
、

自
動
車
で
２０
分
も
あ
れ
ば
端
か
ら
端

ま
で
十
分
移
動
で
き
る
範
囲
で
あ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
り
の
あ

る
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
町
住

民
の
顔
の
見
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能
で
あ
る
。

※
広
域
的
な
合
併
で
は
、
地
域
内
の

移
動
に
時
間
が
か
か
り
、
き
め
細

か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か

な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
３
）
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
可
能

・
地
域
の
独
自
性
が
発
揮
し
や
す
い
規

模
で
あ
り
、
２
町
の
豊
富
な
歴
史
文

化
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
可

能
で
あ
る
。

（
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
き
や
す
い
）

※
広
域
的
な
合
併
で
は
、
全
て
の
地

域
の
個
性
や
独
自
性
を
全
面
に
出

す
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

（
総
花
的
に
な
る
）

■
２
町
合
併
で
予
想
さ
れ
る
効
果

（
１
）
住
民
の
利
便
性
の
向
上

・
秦
荘
町
お
よ
び
愛
知
川
町
の
両
町
民

の
日
常
生
活
圏
は
、
現
在
の
行
政
区

域
を
越
え
て
周
辺
市
町
に
広
が
っ
て

い
る
と
と
も
に
、
両
町
間
の
行
き
来

も
増
加
し
て
い
る
。

・
す
な
わ
ち
、
両
町
民
は
、
町
境
を
意

識
し
て
行
動
し
て
い
る
人
は
少
な

い
。

↓

※
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
た
他
町
の

公
共
施
設
（
保
健
福
祉
施
設
、
図

書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
）
が
相

互
利
用
で
き
る
。

3

２
町
合
併
に
お
け
る
効
果
等
（
事
務
局
案
）

秦荘町・愛知川合併研究会だより

※
合
併
前
の
町
に
お
い
て
、
町
内
・

町
外
で
利
用
料
金
が
定
め
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
利
用
料
金
が
安
く

な
る
。（
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
）

（
２
）
少
子
高
齢
化
に
配
慮
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化

・
２
０
１
０
年
に
は
、
秦
荘
町
の
高
齢

化
率
は
２０．
５
％
、
愛
知
川
町
の
高

齢
化
率
は
１５．
５
％
に
達
成
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。（
各
町
の

総
合
計
画
よ
り
）

・
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

く
る
が
、
現
在
の
行
政
単
位
で
は
専

門
職
を
含
め
た
人
材
の
確
保
が
困

難
。

↓

※
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
採

用
が
困
難
ま
た
は
十
分
に
確
保
で

き
な
か
っ
た
専
門
職
（
保
健
士
、

理
学
療
法
士
等
）
の
採
用
・
増
強

が
図
ら
れ
、
専
門
的
か
つ
高
度
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な

る
。

（
３
）
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

・
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
道
路
や

公
共
施
設
の
整
備
、
土
地
利
用
、
地

域
の
個
性
を
生
か
し
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
効
果
的

に
実
施
で
き
る
。

↓

※
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
町
の

一
体
的
な
取
り
組
み
が
可
能
と
な

り
、
生
活
道
路
の
連
結
が
旧
町
境

を
越
え
て
良
く
な
る
。

※
将
来
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
国

道
８
号
線
の
バ
イ
パ
ス
や
（
仮
称
）

湖
東
三
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

愛
知
川
右
岸
道
路
な
ど
の
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
か
し
、
広
域

的
な
観
点
に
た
っ
た
ま
ち
づ
く
り

が
実
施
で
き
る
。

（
４
）
行
財
政
の
効
率
化

・
総
務
や
企
画
等
の
管
理
部
門
の
統
合

に
よ
り
、
専
門
職
の
確
保
が
可
能
に

な
る
と
と
も
に
、
一
般
職
や
特
別
職

の
減
な
ど
に
よ
り
経
費
が
節
減
で
き

る
。

↓

※
合
併
後
の
一
般
職
の
定
数
は
類
似

団
体
と
比
較
す
る
と
、
１
７
０
名

と
な
り
、
現
定
数
か
ら
は
４４
名
の

減
と
な
る
。
合
併
後
１０
年
間
で
約

４
億
円
の
削
減
効
果
が
あ
る
。

※
特
別
職
に
つ
い
て
も
総
数
が
減
少

す
る
こ
と
に
な
り
、
合
併
後
１０
年

間
で
約
７
億
円
の
削
減
効
果
が
あ

る
。

※
他
に
も
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に

よ
り
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、

補
助
費
等
で
削
減
効
果
が
期
待
で

き
る
。

※
ま
た
、
合
併
に
伴
い
、
国
や
県
か

ら
財
政
的
な
支
援
が
あ
り
、
新
町

の
ま
ち
づ
く
り
が
効
果
的
に
促
進

で
き
る
。（
１３．
８
億
円
）



■
ま
と
め

○
行
政
効
率
の
追
求
の
み
を
優
先
す
る

人
口
規
模
の
大
き
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
合
併
も
一
つ
の
選
択
肢
で
は
あ

る
が
、
や
は
り
歴
史
的
、
文
化
的
な

結
び
つ
き
、
地
理
的
条
件
、
住
民
の

日
常
生
活
の
つ
な
が
り
、
住
民
相
互

の
交
流
の
活
発
化
等
か
ら
考
え
て
、

住
民
に
一
体
性
が
生
ま
れ
る
、
し
か

も
、
目
に
見
え
る
、
顔
の
見
え
る
範

囲
と
い
う
の
が
、
合
併
を
考
え
る
上

で
、
最
も
重
要
で
は
な
い
か
。

・
そ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
２
町
は
、

十
分
に
目
に
見
え
る
範
囲
で
あ
り
、

地
名
を
言
っ
て
も
、
あ
そ
こ
は
あ
あ

だ
と
わ
か
る
、
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
で

具
体
的
に
議
論
が
で
き
る
地
域
で
あ

る
。

・
ま
た
、
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
手
頃

な
規
模
で
あ
り
、
小
規
模
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
あ

る
。

・
さ
ら
に
、
合
併
後
は
、
住
民
意
識
の

一
体
感
が
十
分
望
め
、
住
民
と
行
政

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
さ
ら
に
期
待
で
き
る
地
域
で
あ

る
。

○
２
町
は
今
日
ま
で
効
率
的
な
行
政
運

営
と
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て

き
た
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
税
収
が

大
幅
に
増
え
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

特
に
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
う

経
費
が
年
々
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
各
町
の
財
政
は
苦
し
く

な
り
、
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な

る
と
思
わ
れ
る
。

・
ま
だ
体
力
の
あ
る
う
ち
に
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
考
え
る

と
い
う
視
点
か
ら
も
、
行
財
政
の
効

率
化
を
図
り
、
２
町
合
併
に
伴
う
財

政
支
援
を
受
け
、
行
財
政
基
盤
の
確

立
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

■
合
併
で
予
想
さ
れ
る
懸
念
事
項
と

払
拭
策

（
１
）
住
民
の
声
が
届
か
な
く
な
る

窓
口
担
当
者
や
各
種
相
談
窓
口
の

新
設
や
計
画
段
階
か
ら
住
民
代
表
の

参
画
機
会
を
図
る
。
ま
た
、
広
報
・

公
聴
の
充
実
強
化
を
図
り
解
消
に
努

め
る
。

（
２
）
名
称
が
消
え
愛
着
が
薄
れ
る

地
域
に
定
着
し
て
き
た
名
称
な
ど

積
極
的
に
残
す
よ
う
に
努
め
、
新
し

い
地
域
の
誇
り
を
み
ん
な
で
創
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

（
３
）
周
辺
部
と
中
心
部
の
格
差
が
広
が

る新
町
の
建
設
計
画
に
は
住
民
参
加

の
機
会
を
図
り
、
協
働
の
計
画
づ
く

り
と
住
民
の
意
向
を
反
映
し
て
い
く

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行

い
、
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
創
る
必
要
が

あ
る
。

（
４
）
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
負
担
に
差
が
出

る両
町
の
地
域
特
性
や
こ
れ
ま
で
の

歴
史
文
化
を
相
互
に
尊
重
し
、
新
町

の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
基
本
に
な
る
。

住
民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
速

や
か
な
一
体
性
の
確
保
に
努
め
、
負

担
公
平
の
原
則
に
立
ち
行
政
格
差
を

生
じ
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

（
５
）
役
場
が
遠
く
な
る

行
政
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
。

（
６
）
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な

く
な
る

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す

べ
く
専
門
職
員
の
配
置
や
、
職
員
の

政
策
形
成
能
力
の
向
上
な
ど
意
識
改

革
を
図
り
、
更
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
合
併
し
た
場
合
一
般
的

に
予
想
さ
れ
る
懸
念
事
項
が
あ
り
ま
す

が
、
２
町
の
よ
う
に
小
規
模
合
併
の
場
合

は
こ
の
よ
う
に
懸
念
す
る
度
合
い
が
非
常

に
少
な
い
。
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広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
本
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
、
合
併
し
た
場
合
の
新
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
次
の
考
え
方

を
基
本
と
し
ま
す
。

○

地
方
分
権
に
対
応
し
た
総
合
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

新
町
は
、
都
市
機
能
が
持
つ
生
活
利
便
性

と
田
舎
の
持
つ
自
然
環
境
の
良
さ
を
兼
ね
備

え
た
新
し
い
時
代
の
価
値
観
に
基
づ
く
町
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
合
併
に
よ
る

財
政
効
果
を
活
か
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
総
合
的
、
一
体
的
に
進
め
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
平
等
に
享
受

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

○

両
町
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
特
色
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
地
域
の
新
し
い
魅

力
を
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り

秦
荘
町
と
愛
知
川
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
心

ふ
れ
あ
い
元
気
な
ま
ち
ハ
ー
テ
ィ
ー
タ
ウ
ン

秦
荘
」、「
安
心
、
感
動
、
元
気
が
み
ん
な
の

財
産
〜
愛
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の[

や
す
ら
ぎ

街
道
都
市]

愛
知
川
」
を
将
来
像
に
掲
げ
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
両
町
が
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
を
尊
重
し

つ
つ
、
地
域
の
人
材
、
歴
史
、
文
化
、
産
業

等
の
資
源
を
活
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
り
な
が
ら
、
新
し
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

○

住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

人
と
自
然
を
尊
ぶ
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
住
民
や
団
体
、
企
業
が
地
域
づ
く

り
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
な
が
ら
、「
わ
が
ま
ち
」
を
協
働
で

つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○

ふ
る
さ
と
都
市
機
能
の
充
実
し
た
ま
ち

づ
く
り
　

豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
な
が
ら
、（
仮

称
）
湖
東
三
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
国
土

軸
、
新
国
土
軸
、
都
市
軸
、
地
域
連
携
軸
等

の
道
路
交
通
体
系
の
整
備
を
図
り
、
都
市
的

利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
こ
こ
ろ
豊
か
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

○

効
果
的
な
行
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り高度
化
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応

し
、
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、

行
政
機
能
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
い
か
に
効
率

的
、
効
果
的
に
図
る
か
を
基
本
と
し
て
、
そ

れ
を
実
現
化
す
る
た
め
の
意
思
決
定
の
迅
速

化
、
組
織
機
構
の
見
直
し
、
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
・
効

果
的
な
行
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

新新新新
町町町町
のののの
まままま
ちちちち
づづづづ
くくくく
りりりり
のののの
基基基基
本本本本
的的的的
なななな
考考考考
ええええ
方方方方
﹇﹇﹇﹇
企企企企
画画画画
分分分分
科科科科
会会会会
案案案案
﹈﹈﹈﹈

作
成
の
前
提
条
件

秦
荘
町
・
愛
知
川
町
合
併
研
究
会
で
は

「
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
将
来
像
」
を
案

と
し
て
以
下
に
示
し
ま
す
。

作
成
の
前
提
条
件
と
し
て
新
町
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
理
念
や
将
来
像
は
、
本
来
、
新

町
建
設
計
画
策
定
の
過
程
で
、
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
住
民
参
加
の
委
員
会
で
広
く

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い

く
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
示

し
た
案
は
行
政
と
住
民
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
し
て
策

定
し
た
両
町
の
第
３
次
総
合
計
画
（
平
成
１４

年
度
ス
タ
ー
ト
）
を
尊
重
し
つ
つ
、
合
併
へ

の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
し
て
企
画
分

科
会
が
作
成
し
ま
し
た
。

「
２
町
合
併
に
お
け
る
効
果
等
」
に
つ
い
て

は
２
町
で
合
併
す
る
こ
と
の
意
義
、
２
町
合

併
で
予
想
さ
れ
る
効
果
や
合
併
で
予
想
さ
れ

る
懸
念
事
項
と
払
拭
策
を
示
し
ま
し
た
。

「
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
」

に
つ
い
て
は
夢
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
が
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
の
か
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
将
来
像
」
の

基
本
理
念
に
つ
い
て
は
新
町
で
各
施
策
を
展

開
す
る
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
視
点
に
た
っ

て
進
め
て
い
く
の
か
を
表
し
た
も
の
で
あ
り
、

人
権
尊
重
と
環
境
保
全
の
視
点
に
立
ち
な
が

ら
、
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
を
住
民
と
行
政
パ

ー
ト
ナ
ー
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
考
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。
将
来
像
は
新
町
を
発
足
し
た

１０
年
後
、
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
地
域
の
新

し
い
魅
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
自
然
や
人

と
ひ
と
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
ま
ち
も

人
も
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
願
い
「
新
し
い
確
か
な
文
化
〜
心
ふ
れ

愛
・
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
ま
ち
」
と
し

て
い
ま
す
。
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承
し
な
が
ら
、
人
々
が
生
き
生
き
と
心

躍
動
し
、
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

愛
知
川
町
で
は
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
一
人
ひ
と
り

の
思
い
を
大
切
に
し
、
人
と
人
と
が
つ

な
が
り
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
、
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
と

も
に
、
新
た
な
活
力
が
流
れ
出
し
町
全

体
が
２１
世
紀
の
街
道
機
能
を
有
す
る
よ

う
な
基
盤
整
備
、
支
援
体
制
、
環
境
づ

く
り
を
進
め
、
真
の
ゆ
と
り
と
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を

「
安
心
」「
感
動
」「
元
気
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

両
町
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
を
尊
重
し
つ
つ
、
そ
の
特
色
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
地
域
の
新
し
い

魅
力
を
引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
共
に
目
指
し
て
き
た
「
心
ふ

れ
あ
い
」「
元
気
な
ま
ち
」
を
基
本
と
し

つ
つ
、
住
民
・
企
業
・
行
政
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
考
え
、
共
に
知
恵
と
力
を

結
び
、
私
た
ち
の
将
来
に
と
っ
て
重
要

な
町
の
潜
在
能
力
や
価
値
が
発
揮
さ
れ

る
新
し
い
文
化
（
ま
ち
づ
く
り
）
の
創

造
を
目
指
す
た
め
、

「
新
し
い
確
か
な
文
化
〜
心
ふ
れ
愛
・

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
元
気
な
ま
ち
」

を
新
町
の
将
来
像
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
ま
ち
の
将
来
像

を
実
現
す
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
３
つ
の
分
野
に
沿
っ
て
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

□

安
心
し
て
生
活
で
き
、
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち

い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
自
立
し
た
暮
ら
し
、
災
害

に
強
く
誰
も
が
安
心
し
て
出
か
け
ら
れ

る
ま
ち
、
安
心
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生

活
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

□

ふ
れ
あ
い
、
学
び
あ
い
、
感
動
で

き
る
ま
ち

生
涯
に
わ
た
っ
て
成
長
す
る
感
動
、

地
域
の
人
々
や
来
訪
者
と
交
流
し
、
新

た
な
発
見
に
出
会
う
感
動
を
応
援
す
る

た
め
、
町
じ
ゅ
う
が
学
習
と
交
流
の
場

と
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

□

だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

一
人
ひ
と
り
の
元
気
が
発
揮
さ
れ
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び

育
ち
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る

よ
う
、
人
と
ま
ち
の
元
気
が
共
有
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

まままま
ちちちち
づづづづ
くくくく
りりりり
のののの
基基基基
本本本本
理理理理
念念念念
とととと
将将将将
来来来来
像像像像
﹇﹇﹇﹇
企企企企
画画画画
分分分分
科科科科
会会会会
案案案案
﹈﹈﹈﹈

基

本

理

念

秦
荘
町
で
は
、
第
３
次
総
合
計
画
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
ハ
ー
テ
ィ
ー

タ
ウ
ン
秦
荘
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
承
し
な

が
ら
、
み
ん
な
の
知
恵
を
集
め
て
活
か

し
、
住
民
が
豊
か
に
暮
ら
し
、
し
あ
わ

せ
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

愛
知
川
町
で
は
、
お
互
い
が
幸
せ
で

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
、

「
人
権
尊
重
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま

ち
づ
く
り
」「
環
境
を
守
り
、
や
す
ら
ぎ

を
守
る
た
め
の
確
か
な
取
り
組
み
」「
健

康
と
生
き
が
い
追
求
へ
の
応
援
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
の
基
本
テ
ー
マ
と
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
共
に
、「
人
権
尊
重
、
環
境

保
全
、
豊
か
な
暮
ら
し
」
を
重
視
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
基
本
的

な
考
え
方
は
、
新
町
に
お
い
て
も
受
け

継
い
で
い
く
べ
き
も
の
で
す
。

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ

く
り
は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
進
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
対
話
と
共

感
を
基
調
と
し
、
２
町
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
資
源
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、
住

民
自
ら
責
任
を
持
っ
た
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
と
、
そ
の
よ
う
な
住
民
を
主
役

と
し
た
行
政
の
展
開
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
地
方
分
権
時
代
に
お
い
て
、
自

分
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で

考
え
、
話
し
合
い
、
決
定
す
る
と
い
う

自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
に
た
っ

て
、
相
互
理
解
と
信
頼
に
基
づ
い
た
住

民
と
行
政
の
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
自
然
と
人
が
輝
き
、
よ
り
豊
か
さ

を
協
働
で
追
求
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
新
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
と
し
ま
す
。

新

町

の

将

来

像

秦
荘
町
と
愛
知
川
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
心
ふ
れ
あ
い
元
気
な
ま
ち
ハ
ー
テ
ィ
ー

タ
ウ
ン
秦
荘
」、「
安
心
、
感
動
、
元
気

が
み
ん
な
の
財
産
〜
愛
と
笑
顔
い
っ
ぱ

い
の[

や
す
ら
ぎ
街
道
都
市]

愛
知
川
」

を
将
来
像
に
掲
げ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
秦
荘
町
で
は
、
ハ
ー
テ

ィ
ー
タ
ウ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
が
め
ざ
し

て
き
た
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
継
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１．

目
的

秦
荘
町
と
愛
知
川
町
と
が
、
将
来
単
独

で
財
政
運
営
を
行
う
場
合
（
合
併
し
な
い

場
合
）
と
合
併
し
て
一
つ
の
自
治
体
と
し

て
財
政
運
営
を
行
う
場
合
（
合
併
し
た
場

合
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
比
較
検
討
し
合
併

の
効
果
に
つ
い
て
財
政
の
観
点
か
ら
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
２
町
の
財
政
的
な
合
併
効
果
の

検
討
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
合

併
後
の
財
政
運
営
の
計
画
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。

２．

対
象
範
囲

地
方
自
治
体
の
財
政
統
計
が
公
営
企
業

会
計
以
外
の
会
計
を
総
合
し
た
一
つ
の
会

計
と
し
て
ま
と
め
た
「
普
通
会
計
」
と
す

る
。使

用
デ
ー
タ
は
平
成
１３
年
度
ま
で
の
決

算
額
、
平
成
１４
年
度
の
決
算
見
込
額
、
平

成
１５
年
度
の
当
初
予
算
額
に
基
づ
き
、
平

成
１６
年
度
中
に
２
町
に
よ
る
合
併
が
行
わ

れ
、
平
成
１７
年
度
か
ら
合
併
後
の
会
計
年

度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
と
し
、
平
成
２６

年
度
ま
で
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
た
。

３．

推
計
の
考
え
方

財
政
運
営
に
関
わ
る
各
種
制
度
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
、

２
町
の
個
別
事
情
を
考
慮
せ
ず
一
律
の
方

法
で
推
計
し
た
。
ま
た
、
本
来
予
算
編
成

時
に
歳
入
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
投
資

的
経
費
の
削
減
な
ど
の
対
応
が
取
ら
れ
る

が
、
一
律
の
条
件
に
基
づ
い
て
計
上
し
、

歳
入
・
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
分
析
し
た
。

●
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
概
要

な
お
、
合
併
し
た
場
合
の
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
基
本
的
に
合
併
し
な
い
場
合
と

共
通
で
あ
る
が
、
合
併
に
伴
う
経
費
等
の

縮
減
効
果
、
財
政
支
援
措
置
等
を
考
慮
し
、

投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通
建
設
事
業
に
充

て
る
合
併
特
例
債
（
可
能
額
の
２
分
の
１

程
度
と
す
る
）
は
発
行
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

４．

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
概
要

合
併
し
な
い
場
合

２
町
が
近
年
の
投
資
規
模
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
と
、
平
成
１６
年
度
か
ら
歳
入
・

歳
出
の
均
衡
が
取
れ
な
い
状
況
に
な
る
。

ま
た
、
現
在
の
積
み
立
て
て
い
る
基
金
を

取
り
崩
し
て
も
、
平
成
２１
年
度
か
ら
は
財

源
不
足
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
た
だ
し
、

実
際
の
各
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
、

歳
入
・
歳
出
を
均
衡
さ
せ
る
た
め
、
投
資

的
経
費
の
大
幅
な
削
減
と
そ
の
他
経
費
の

絞
り
込
み
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
、

こ
の
こ
と
が
２
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き

な
制
約
要
因
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

合
併
し
た
場
合

平
成
１７
年
度
に
約
６
千
万
円
の
赤
字

（
歳
出
超
過
）
に
な
る
も
の
の
、
そ
の
後
は

各
種
経
費
の
縮
減
効
果
と
財
政
支
援
に
よ

っ
て
、
平
成
２６
年
度
ま
で
単
年
度
収
支
が

黒
字
で
維
持
で
き
る
。
ま
た
、
基
金
に
お

い
て
も
合
併
直
後
に
減
少
す
る
も
の
の
約

５０
億
円
近
く
が
維
持
で
き
る
と
見
込
ま
れ
、

新
町
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
が
持

て
る
と
考
え
ら
れ
る
。

区　　分
地　方　税
地方交付税

うち特例債
国・県支出金
地　方　債

うち特例債
そ　の　他

合　　計

【歳入】 （単位：百万円）

（単位：百万円）【歳出】

（単位：百万円）【単年度財源不足・基金繰入額】

（単位：百万円）【年度末基金現在高】

（単位：百万円）【歳入】

（単位：百万円）【歳出】

（単位：百万円）【単年度財源不足・基金繰入額】

（単位：百万円）【年度末基金現在高】

13年度
2,825
2,508

832
1,525

1,731
9,421

14年度
2,725
2,103

820
1,906

2,251
9,805

15年度
2,596
2,079

777
1,254

1,791
8,497

16年度
2,676
2,376

673
731

1,005
7,461

17年度
2,676
2,460

0
1,006
1,037
300
957

8,136

18年度
2,676
2,410

0
807

1,037
300
979

7,909

19年度
2,675
2,549

5
767

1,037
300

1,000
8,028

20年度
2,676
2,496
10
761
970
300

1,021
7,924

21年度
2,676
2,423
28
755
971
300
966

7,791

22年度
2,676
2,063
46
753
971
300
954

7,417

23年度
2,677
2,050
64
752
971
300
961

7,411

24年度
2,678
1,953
82
751
972
300
909

7,263

25年度
2,679
1,907
100
751
972
300
917

7,226

26年度
2,682
1,842
118
750
972
300
921

7,167

区　　分
人　件　費
扶　助　費
公　債　費

うち特例債
その他経費
投資的経費

うち特例債
合　　計

13年度
1,579
475

1,293

3,511
2,327

9,185

14年度
1,566
476

1,078

3,355
3,135

9,610

15年度
1,609
552

1,052

3,175
1,988

8,376

16年度
1,609
558

1,282

3,158
1,516

8,123

17年度
1,520
550

1,295
0

3,187
1,640
325

8,192

18年度
1,490
475

1,064
7

3,197
1,640
325

7,866

19年度
1,460
425

1,081
15

3,177
1,640
325

7,783

20年度
1,435
420

1,120
41

3,137
1,640
325

7,752

21年度
1,435
415

1,150
67

3,027
1,640
325

7,667

22年度
1,435
404

1,148
93

2,750
1,640
325

7,344

23年度
1,435
404

1,066
119

2,750
1,640
325

7,295

24年度
1,435
404
958
145

2,750
1,640
325

7,187

25年度
1,425
400
908
171

2,750
1,640
325

7,123

26年度
1,400
400
908
197

2,750
1,640
325

7,098

区　　分
歳入ー歳出
基金繰入額
繰入後収支

13年度
236

236

14年度
195

195

15年度
121

121

16年度
－662
708
46

17年度
－56
156
100

18年度
43
57
100

19年度
245
－145
100

20年度
172
－72
100

21年度
124
－24
100

22年度
73
27
100

23年度
116
－16
100

24年度
76
24
100

25年度
103
－3
100

26年度
69
31
100

区　　分
基金残高

うち特例基金

13年度
6,525

14年度
5,571

15年度
4,812

16年度
4,110

17年度
4,054
100

18年度
4,097
200

19年度
4,342
300

20年度
4,514
400

21年度
4,638
500

22年度
4,711
600

23年度
4,827
700

24年度
4,903
800

25年度
5,006
900

26年度
5,075
1,000

区　　分
地　方　税
地方交付税
国・県支出金
地　方　債
そ　の　他

合　　計

13年度
2,825
2,508
832

1,525
1,731
9,421

14年度
2,725
2,103
820

1,906
2,251
9,805

15年度
2,596
2,079
777

1,254
1,791
8,497

16年度
2,676
2,376
673
731

1,005
7,461

17年度
2,676
2,260
666
737
957

7,296

18年度
2,676
2,210
667
737
979

7,269

19年度
2,675
2,140
667
737

1,000
7,219

20年度
2,676
2,082
661
670

1,021
7,110

21年度
2,676
1,991
655
671
966

6,959

22年度
2,676
1,879
653
671
954

6,833

23年度
2,677
1,848
652
671
961

6,809

24年度
2,678
1,771
651
672
909

6,681

25年度
2,679
1,707
651
672
917

6,626

26年度
2,682
1,624
650
672
921

6,549

区　　分
人　件　費
扶　助　費
公　債　費
その他経費
投資的経費

合　　計

13年度
1,579
475

1,293
3,511
2,327
9,185

14年度
1,566
476

1,078
3,355
3,135
9,610

15年度
1,609
552

1,052
3,175
1,988
9,610

16年度
1,609
558

1,282
3,158
1,516
8,123

17年度
1,609
563

1,295
3,187
1,516
8,170

18年度
1,601
569

1,057
3,197
1,516
7,940

19年度
1,593
574

1,066
3,177
1,516
7,926

20年度
1,578
580

1,079
3,137
1,316
7,690

21年度
1,578
585

1,083
3,173
1,316
7,735

22年度
1,562
591

1,055
3,027
1,316
7,551

23年度
1,539
598
947

2,960
1,316
7,360

24年度
1,515
604
813

3,031
1,316
7,279

25年度
1,515
609
737

3,049
1,316
7,226

26年度
1,500
615
711

3,096
1,316
7,238

＊歳入項目には、平成16年度から基金繰入金を含めていない

区　　分
歳入ー歳出
基金繰入額
繰入後収支

13年度
236

236

14年度
195

195

15年度
121

121

16年度
－662
708
46

17年度
－874
985
111

18年度
－671
748
77

19年度
－707
795
88

20年度
－580
601
21

21年度
－776
602
－174

22年度
－718
77

－641

23年度
－551
36

－515

24年度
－598
36

－562

25年度
－600
36

－564

26年度
－689
32

－657

区　　分
基金残高

13年度
6,525

14年度
5,571

15年度
4,812

16年度
4,110

17年度
3,129

18年度
2,400

19年度
1,607

20年度
1,008

21年度
408

22年度
332

23年度
296

24年度
261

25年度
225

26年度
194

合
併
し
た
場
合
の
財
政
推
計
結
果
概
要

合
併
し
な
い
場
合
の
財
政
推
計

（
２
町
合
計
）結
果
概
要
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町 名

秦 荘 町

愛 知 川 町

合 計

男性

3,848

5,786

9,634

女性

4,079

5,774

9,853

人口

7,927

11,560

19,487

世帯数

2,108

3,951

6,059

2町のうごき（平成15年9月1日現在）

合併研究会は、公開を原則としています。

どなたでも傍聴できますので、お気軽にお

越しください。

傍聴を希望される方は、会議開催予定時

刻の15分前までに受付を済ませてくださ

い。傍聴人は先着順となっていますが、定

員（20名）を超えた場合は抽選となります。

合併研究会は傍聴できます

※人口、世帯数は外国人登録者も含めています。

秦荘町・愛知川町合併研究会事務局
（愛知川町役場３階）
〒529-1380
滋賀県愛知郡愛知川町大字愛知川72番地
TEL0749-42-7671 FAX0749-42-7677
e-mail  gappei@hata-echi.jp

（２町の合併担当窓口）

秦荘町総務課
〒529-1234
滋賀県愛知郡秦荘町大字安孫子825番地
TEL0749-37-8050 FAX0749-37-4192
e-mail  soumu@town.hatasho.shiga.jp

愛知川町総務課
〒529-1380
滋賀県愛知郡愛知川町大字愛知川72番地
TEL0749-42-7680 FAX0749-42-6090
e-mail  echigawa@town.echigawa.shiga.jp

第10回秦荘町・愛知川町合併研究会
日　時 10月29日（水）午後２時から５時まで

場　所 愛知川町役場　3階　第3会議室

の今後の
研究会

開催予定

の

項　　　　　　目

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

（年額）

（年額）

（年額）

（年額）

（年額）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

16,800

25,200

33,600

42,000

50,400

19,200

28,800

38,400

48,000

57,600

秦　荘　町 愛　知　川　町

項　　　　　　目 秦　荘　町 愛　知　川　町

項　　　　　　目 秦　荘　町 愛　知　川　町 合　計

1. 介護保険料の状況　　　　　　 平成15年度分

2. 自治会の状況　　　　　 平成15年4月1日現在

3. 諸証明手数料の状況　　　　　　 平成15年4月1日現在

戸籍謄本・抄本（１通）

除籍謄本・抄本（１通）

住民票の写し（１件）

印鑑登録証明（１件）

資産に関する証明（１件）

租税公課に関する証明（１件）

納税管理人に関する証明（１件）

450

750

200

200

200

200

200

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

左に同じ

自治会数 28 21 49（区）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）
3

2
町
の
概
要
シ
リ
ー
ズ�


